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1) Meaccl (19B5)の文献目録を参照せよ。 なお新マノレクλ派およびスラッフィアンも新古典派
とおなじくリカ ドウにおける機械論の位置を取りもがえているとの Bcrg(1980)の指拍を参
開せよ (pp.4-5)。
2) Schumpeter (1954). p 684. Beach (1971)に日I用さわている。


















































4) Hicks (1969)， p.148. Beach (1871)に百此あり。
5) Hicks (1963)第E部に解説されているように， w賃金の理論~ (1932)に対するヒックスの考
えには昔でに早い時期から移動があるが，不満の主なものは第lX，第X章に対するものであり，
限界生産力説そのものは放棄されていない。
6) Hicks (1969)， p.149には Lewis(1954)と基本的におなじ説明がある。
7) Hicks (1970)および Hicks(1973)には，批判岩としてのC.M. Kennedyおよびヒックス
と同方向への試みとして D.M. N山.A. Bhaduri らに対ずあ謝辞があるが， ヒックス自身白



















































することになる Q しかし，まずヒック λにしたがって，単純な輪郭の場合を考
察する ζ とにしよう。
建設期間を 1，使用期間を10として，賃金率は 1単位の労働で 1単位の生産
物が得られる水準にあるものとしよう o 機械の単位としては，以下の数値をみ
やすくするために， 1 J¥lJ同に 1単位。J生性物のえられる量というヒックスの規
約にこだわらない乙とにして，憤月の 1ffという単「立を用いる ζ とにする。出
発点として， 10単位の労働で 1台の機械が生産され，その機械1むと 3.5単位
の労働によ J て5単位の生産物がr出される技術状態を考えよう 10)。絞械の使
10) ヒ γ クλ の規約にvtうには， 1/5台を 1単位とすればよし、。したがって，考えられているのノ





の生Fこに20単位の労10Jが投入され，1JjWJ 2 hの機械が生監される。 社会には今











ヲJ間投入 機械投入 主主出 9;'働投入 捗点i投入 ftU-~ 
機械牛 kf 10 。 1 7.5 O 







たとえば， ヒの以術平新において機械の建設労働じしんが 10単位から 7，5単
¥:.:J: ao=2，内 =0.7という技術にあたる。
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のない場合には，総労倒が90Jjdけを越える ζ とができないので，第 1表におい
て第3期の生直以降に修正が起り，資本家は10単位以 tこの生犀物消費を「強制」
されし，機械の蓄積速皮はやや洛ちるが，最終的には，機械生産に30単位， ~[.戸手:
























労働投入 機械投入 ni:出 ヲiJ'fi効投入 機械投入 産出
旧機械生産 10 5 1 
新機械生産 10 5 l 7.5 5 
最終nt生産 7 10 3 1 10 
〈機械の建設期間 1，使用期間10)
5台の機械を使って 1J珂問に 1台の成械が生産され，こうして生産された機械
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| 一一一 (2) 却 0則り機械庄出は旧型L第 1叩J以
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耳目機械により新型機械を生産するには労働係数に節約がおこり， 機械 5 さと
7.51iJ.伎の労働により機械1台が産LL¥されると仮定する O なお，技術進歩は Fヘ
て桜械に体化されるものと考え， I日式機械による辰終財の生産も旧来の係数の



















不足による失業であった。 機械も資本の一極であるとし寸意味では， fi 2去に



















































































a+=(αh a2，"'， a，) 
のふたつの郎分に分けられる。産出係数ベクトノレ
122 (122) 却 139巻首刊号
b~(b" b，""， b") 
は ，aではなく α+ とおなじ次元をもっ。
ある知られた技術集合「におし、て，すべての技術を適当に並べて%寺をつけ j
































17) 拙ヘクトルG と縦ヘク、ル"のスカラ ia I;ì~! a，.uiをくα，u>と世〈。
18) 塩沢(1981)tf)3otHio なお，Kemcllny， Morgenstein and Thompson (1956)は vonNeumann 
(194，)んt6)を拡張してより一般的な存在定理を示し亡L、るが，そこでは立金則がすべてμ由財に
なる町íi~十字があるc
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様の正ヘクトノレが存在する。同 のpについてもョことなる非負ベグトノレ U が
条件(1)を満足することが.[分ありうる。しかし，当面¥、かなる pとuとを
選ぶかにかかわらず3 次のことが成立する。
いま ，x(O)， x(lλ ， x(1うを生産水平ベク 1，Iレの任7言、の系列としよう。整




x(01 B~と x (l) A+cO入 ， x(T-l)B;;x(T)A+ι〔わ














ら， (2)式が成り立つ範囲で pとU とをいろいろに取り換えることで，評価式
(3)の効果を変えることができる。増大の伎というjIからいえばρが小さいほ
ど強L、評価が得られるが，そのとき uも一般に小さ〈なるので条件式〔月〕が成
立Lに<<なる則。おなじ ρについて考察する Fぎには uは大きければ大き
いほ H2)古河~\"r しやすいn
1 ~) 次の注211参1'.比

























20) 主主れ (1986)， p. 350 
21) 塩沢(1981)第30節。
22) くわしくいえば， (1)式が等号で成立する技術のみが利用され，それらの利潤卒が p-1 とな
る。
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技術状態 Fネか t~ rへの変化にあたって，生庄の変化が起る。そむすべ工
の可能性をI'i析するのは困難であるので，ヒック只にならって出発点と到達点
とは定'l-is状態とする。ことに出発点の定常状態は成長率口の単純再生斥を考え，
そこにおける生産水準ベクトノむを x(O)とし，その状態 Eの労働雇用量 (x(O)，





(xCT)B， u) ~pT・ (x(O)B ， u) 












つぎに ，x(O) とばのにおける資本労働比率を問題にしよう c ここで，生
産水準zにおける資本量付
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ρT.ð ・ ε ~pT.ð・(可011)く (4)




L(T-l)~1-" ρ1 ・ (x(T)B， u)。
長大損失係数3の定義から
L(T-l)三η 1・ρ '.s・ρT.(x(O)B， u)υ 
ところで，
J>~ η。.，・ {(x(O). ao)+(x(O)A， u)} 
かつ
(x(O)B， u)手ρ・{(x(O)，α。)+ (x(O)A， u)} 
から，
L(Tー 1)三ρm・3・(可。/可).L。
よって，仮定(4)から， L(T-1)は Lより小さくなる O




失なわせる。たとえば T~1 とおくとき， ρT は小さくなり， (4 )の成立する
円J能性は大きいが，耐久資本財をもっ経済が1期間で移行を完了するという仮
定じたいが現実的なものといえなくなる。いま， I日式の機械の最大の耐周期間















Beuch， E. F_ (1971)， "Hicl日 onRicardo on Mach日目y"， Economic Journal， 916 
22. Rep. in Wood (1985) 
Berg， M. (19日)， The ]V[achinery Question aηd the J!faking of Political ECQnσmy 
1815-1848， Cambridge UnエversityPress， Cambridge 
Caravele， G. A.(ed.)， (1985)， The Legacy 0/ Ricard巧 BasilBlackwell， Oxford & 
New York 
Faber， M. (1979)， InレroductiontοI>，fιdern Ausirian Catital Theolツ， Sprilinger 
Ver lag， Ber lin 
Hicks， J.R. (1963)， Theory of Wαges， 2 nd eclition， Macmi1lan， London. First 
eclition 1932 
耳目lζ3，]. R. (1969)， A Theory 0/ Economic History， Claff~n r1 nn Pr田町 Oxford
Hicks， J.R. (1970)， "A Neo-Austrian GIO¥vth Theory". Economic JOltrnal， 257-81 
Rep. in '¥町ood(1985)， II 
Hicks， ].R. (1973)， Cμpiωl unu Ti出向 ANeo-Austrian Theory， Clare!1don Press， 
Oxford根岸降訳『資本と時間1東洋経済新報社.19740 
Kemeny， J.G.， O. Morgenstein and G. L. Thompson(1956)，“A Generalization of 
the von Neuman Model of an Expanding Economy"， Econometrica， 24， 115-135 
L山 vis，W. A. (1954)，“Economic Development- with lTnlimited Supplies of La. 
bour "， lv[anch沼sterSchool. 
Meacci， F. (1985)，“Ricardo's Chapter on Machinery and the Theory of Capital "，
in Caravele (1985) 
Neumann. J. von， (1945/46)， "A M以:lelof General Economic Equilibrium，" The 
機械化とりJ働民間 (129) 129 
Reψiew 01 Economic Studies， 13， 1~9. First presented at the University of 
Princeton in 1932， published-in German in 1936. 
Ricardo， D. (1821)， On the Princi〆es01 PoZitica! Economy and Tlαr.ation， STClfH'尽
Edition， Cambridge University Press， Cambridge， 1951 
Schumpeter， J.(1954]， History o.f Ec目的制cAnalysis， Oxford University Press， 
New York & Oxford. 
塩沢m典 (1981)U数理経済i亨の基礎』朝合評情。
塩沢出兵(1986)I計画経済における価格形成と投術選択Ju，経済学雑誌』第86{全対6.~子。
¥Vood， ].C. (ed.)， (1985)， David Ricardo， Cγitical Assesment， Cro:Jrn Helm， Lon. 
don 
